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＜第 2回下土棚遊水地上部利用計画地域懇談会での主な意見（平成 25 年 10 月 25 日開催）＞ 

   ・：委員からご意見  ⇒：事務局の回答   

 

上部利用の導入施設等について 

第１回地域懇談会での意見を踏まえ、改めて本日「導入施設」についての意見交換をする場を設定したので、ご 

意見を伺いたい。 

・資料２の冠水頻度に関する説明を補足願いたい。 

⇒一次池は１時間あたり 36mm、二次池は 38mm 以上の降雨時に冠水することになる。目安として、過去 12年間

の降雨データを踏まえた年間の冠水想定回数を記載している。 

・火が使用できるのか、再確認したい。 

⇒火の使用は、維持管理面との調整が必要となる。現時点では管理者が確定していないため、今後の検討とな

る。ただし、どんど焼きや凧揚げをしたいという地域の要望については把握している。 

・どんど焼きというよりは、神社に祭ったものを燃やす程度で、現在は中村橋やこぶし荘付近で行っている。ま

た、地域の行事にからめても火の使用ができるようにしてほしい。 

・地域の行事は整備後もできるようにお願いしたい。今後も継続して地元との話し合いの場を設けることをお願

いしたい。 

⇒今後も継続して協議していきたい。 

・一次避難地の位置づけはしないという話であったが、広大な用地があるので災害時には避難場所として利用す

ることも想定すべきではないか。法的な話まで踏み込まなくてもよいが、災害という概念を念頭に入れておい

てほしい。 

⇒一時避難の場としては考えられる。ただし災害のケースは考える必要があり、地域防災計画の中でどのよう

な位置づけができるか確認する。（藤沢市） 

・植栽樹種は、四季折々の素敵な景観をつくるよう選定してほしい。 

⇒樹種選定の際は、ご意見を踏まえ検討していきたい。 

・ウォーキングコースと自転車は分離してほしい。 

⇒境川遊水地などをみても、並走することは危険であると認識している。分離することは考えていきたい。 

・分離は賛成であるが、自転車道は、よりスピードを出すことができることになるのではないか。連続したサイ

クリングロードがあればよいが、より危険になるのではないか。 

⇒境川はサイクリングロードがあるが、引地川にはない。利用者のモラルの問題もあるので、サイン等で周知

を図りたい。 

・維持管理手法の問題だと思うが、連通管にゴミがたまって水があふれないように考えてほしい。 

⇒対策としては、ゴミがつまらないように連通管手前にスクリーンを配置することになる。 

・各池に、駐輪場も設置してほしい。Ａ～Ｄ池を周遊できるように水飲みなどの施設配置も考慮してほしい。子

供に魅力があり、付加価値のある遊水地にしてほしい。 

⇒各池に駐車場はできるので、駐輪場もあわせて配置していく予定である。 

・Ａ池の活動グラウンドは現在の生活動線となっているが、整備後も横断して中村橋までいくことはできるのか。 

⇒少なくとも一次池には階段はできないので、動線確保はむずかしい。 

・現在の鷹匠橋付近の生活動線をなくすことは、地元への説明が難しいのではないか。 

⇒鷹匠橋の上流には越流堤を設置することになり、その部分に人が立ち入らないようにする必要がある。 

・現在の市民の家は老朽化しており、利用者も少ない。財政困難でつぶしていくとの話も聞いている。そこで、

管理棟の２階の一部を市民の家として利用できないか。 



 2

⇒治水施設として、国からの補助金で整備するので、市民の家の機能をもたせることは、難しいと考えている。 

過年度の議事録によると、各池すべてののり面に、転落防止フェンス（H=1100）を設置することになっている。 

安全性が確保できるような場所は、ロープ柵程度でよいのではないかと考えているが、どうか。 

・フェンスで囲まれると、水辺の公園という感じではなくなるので、良いのではないか。 

・フェンスは登られて壊されることも考えられるし、開放感があって良いのではないか。 

・容易に出入りできる構造だと、夜中に騒がれることも想定される。 

⇒当然、危険箇所等で必要な場所にはフェンスは設置する。 

・管理者との相談も必要である。転落した場合、管理者の瑕疵責任が生じることもあるのではないか。 

・必要な箇所にはフェンスを設置するということでお願いしたい。 

その他意見がなければ、下土棚遊水地上部利用計画（素案）は確定したものとする。 

 

上部利用の導入施設等について 

・アドバイザー会議の目的は理解できるが、地域の実情を理解していないのではないか。メンバー変更できない

のであれば、事務局側で本日の内容など、きちんと説明してほしい。 

・校長先生は今年度末で定年となるが、任期がとぎれてしまわないか。 

⇒事務局には藤沢土木事務所長も入っており、今日の議論は正確に伝えていく。また校長先生の任期は今年度

末までなので問題ない。 

・前回の懇談会で、昨年度のアドバイザー会議の報告があったが、「川のことを教える」機能とはどういうこと

か、文面だけだと理解できない。日本語の問題であるが文章化する際注意してほしい。 

⇒了解した。 

以上 


